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委
員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
、

平
成
22
年
度
補
正
予
算
及

び
、
平
成
23
年
度
予
算
を

３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を

行
い
、
一
部
条
件
を
付
し

て
可
決
と
し
た
。

【
委
員
会
の
審
議
内
容
】

①
職
員
扶
養
手
当
に
つ
い

て
、
受
給
資
格
認
定
は
職

員
の
自
覚
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
だ
が
、
職
員
へ
の
要

件
の
具
体
的
な
提
示
等
の

必
要
性
を
指
摘
。

委
員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

議
案
10
件
の
付
託
を
受

け
、
審
査
の
結
果
、
全
議

案
を
可
決
と
し
た
。

※
行
政
組
織
の
改
正
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　

部
制
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
名
称
変
更
を
行
う
。

※
附
属
機
関
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　

博
物
館
の
開
館
に
伴
い

一
支
国
博
物
館
等
整
備
推

進
協
議
会
を
廃
止
し
、
老

　

壱
岐
市
議
会
の
改
革

に
関
す
る
調
査
を
す
る

た
め
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
実
効
性
の
あ
る

議
会
基
本
条
例
の
制
定

や
、
議
員
定
数
の
見
直

し
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

議
会
中
継
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
審
議
す
る
。

委
員
長　

小
金
丸
益
明

副
委
員
長　

町
田　

光
浩

委　

員　

町
田　

正
一

　
　
　
　

今
西　

菊
乃

　
　
　
　

市
山　

和
幸

　
　
　
　

鵜
瀬　

和
博

　
　
　
　

久
間　
　

進

委員会レポート

②
公
有
財
産
は
、
必
要
性
を

十
分
検
討
の
上
購
入
し
、
ま

た
遊
休
地
に
つ
い
て
は
そ
の
活

用
と
処
分
に
つ
い
て
計
画
的

か
つ
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
。

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の

運
用
、
特
に
設
備
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
市
と
指
定
管
理

者
と
の
間
で
責
任
分
担
が
明

確
に
な
る
協
定
を
結
ぶ
べ
き
。

④
東
日
本
大
震
災
に
鑑
み
、

壱
岐
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
災
害
予
測
図
）
を
見
直
す

べ
き
。

⑤
老
人
憩
い
の
家
等
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
計
画
的
に
実

施
す
る
こ
と
。

⑥
認
定
漁
業
者
制
度
は
、
漁

業
者
の
支
援
と
と
も
に
後
継

者
の
確
立
に
つ
な
が
る
よ
う

な
制
度
の
構
築
を
。

⑦
中
学
校
の
統
廃
合
に
伴
う
、

教
育
用
の
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス

料
の
精
算
金
に
つ
い
て
、
契

約
内
容
等
を
明
ら
か
に
精
査

し
た
後
、
そ
の
執
行
に
当
た

っ
て
は
適
切
に
措
置
す
る
よ

う
条
件
を
付
し
た
。

人
保
健
福
祉
計
画
を
高
齢
者

福
祉
計
画
へ
と
変
更
。

※
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
改
正

　

農
業
法
の
改
正
に
よ
り
農

業
委
員
報
酬
を
改
定
。
ま
た

中
学
校
規
模
適
正
化
に
伴
い
、

生
徒
数
に
応
じ
て
学
校
医
等

の
報
酬
を
二
段
階
に
改
正
。

※
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

休
日
・
夜
間
救
急
手
当
の

支
給
対
象
と
支
給
額
を
見
直

す
。

※
防
災
行
政
無
線
施
設
条
例

の
一
部
改
正

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備

に
よ
り
防
災
行
政
無
線
の
一

部
を
廃
止
す
る
た
め
改
正
。

※
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　

原
の
辻
遺
跡
の
新
た
な
国

指
定
区
域
の
土
地
を
取
得
。

※
平
成
23
年
度
三
島
航
路
事

業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
１
億

２
千
374
万
円
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れ
ま
で
の
実
績
か
ら
非
公
募

と
す
る
場
合
が
多
い
。

　

ま
た
、
制
度
導
入
に
よ
り

弾
力
性
や
柔
軟
性
の
あ
る
施

設
の
運
営
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
そ
の
施
設
の
利

用
に
際
し
て
料
金
を
徴
収
し

て
い
る
場
合
は
、
得
ら
れ
た

収
入
を
本
市
と
の
協
定
の
範

囲
内
で
管
理
者
の
収
入
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
施
設

の
修
理
や
費
用
負
担
な
ど
協

定
内
で
細
か
く
制
定
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

管
理
者
指
定
後
は
、
経
営

状
況
な
ど
随
時
報
告
を
受
け
、

経
営
改
善
に
向
け
、
訪
問
指

導
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

認
定
漁
業
者
制
度
は
、
基

幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
振

興
と
、
効
率
で
安
定
し
た
魅

力
あ
る
漁
業
経
営
を
目
指
す

意
欲
あ
る
漁
業
者
を
積
極
的

に
育
成
す
る
た
め
に
創
設
さ

れ
る
も
の
で
全
国
初
の
制
度
。

今
後
、
各
漁
協
、
関
係
機
関

と
十
分
協
議
を
さ
れ
、
早
急

に
制
定
す
べ
き
。

現
地
視
察
・
調
査

（
イ
ル
カ
パ
ー
ク
）

　

ゴ
ミ
な
ど
誤
飲
に
よ
り

イ
ル
カ
が
死
亡
し
現
在
、

３
頭
し
か
お
ら
ず
、
原
因

解
明
と
対
策
が
急
が
れ
る
。

あ
わ
せ
て
イ
ル
カ
の
早
期

購
入
と
現
状
で
の
魅
力
向

上
に
向
け
、
飼
育
ス
タ
ッ

フ
と
十
分
協
議
し
、
管
理

改
善
、
情
報
発
信
に
努
力

さ
れ
た
い
。

　

そ
の
他
、
街
な
み
環
境

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

勝
本
浦
の「
あ
ほ
う
塀
」

及
び
、
新
郷
ノ
浦
港
線
と

苅
田
院
圃
場
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
を
視
察
し
た
。

産業
建設常任委員会産産産産業業産

建建業業 設設建建 常常設 任任常 委委任 員員委委 会会会会員産業
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委
員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

議
案
13
件
付
託
を
受
け
、

採
決
の
結
果
、
委
員
会
の

意
見
を
付
し
て
全
議
案
可

決
。

【
委
員
会
の
所
見
】

　

本
市
の
多
く
の
公
共
施

設
や
観
光
施
設
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
多
額
の

維
持
管
理
費
が
か
か
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
よ
り

効
果
的
、
効
率
的
に
対
応

す
る
た
め
、
公
の
施
設
の

管
理
に
民
間
の
能
力
を
活

用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
、
経
費
の
節
減
等

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
指
定
管
理
者
の
選
定

に
当
た
っ
て
は
原
則
公
募

と
な
っ
て
お
り
、
民
間
に

出
来
る
も
の
は
民
間
へ
移

行
す
べ
き
だ
が
、
離
島
と

い
う
背
景
や
雇
用
の
場
と

し
て
の
役
割
も
多
く
、
こ
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員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

議
案
15
件
の
付
託
を
受

け
、
審
査
の
結
果
、
議
案

14
件
を
可
決
し
、
１
件
を

否
決
と
し
た
。

【
委
員
会
の
所
見
】

※
市
民
病
院
及
び
か
た
ば

る
病
院
診
療
費
、
使
用
料

及
び
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正
を
否
決

（
否
決
理
由
）

　

条
例
改
正
の
内
容
は

「
分
娩
料
」に
つ
い
て
、
県

内
各
医
療
機
関
が
時
間
内

診
療
の
外
に
時
間
外
・
休

日
・
深
夜
等
に
別
料
金
を
設

定
し
て
い
る
の
で
、
市
民
病

院
も
同
様
に
分
娩
料
金
に
別

途
料
金
を
新
設
す
る
と
い
う

も
の
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

出
産
一
時
金
の
補
助
額
が
39

万
円
を
42
万
円
に
ア
ッ
プ
さ

れ
る
た
め
、
出
産
費
用
も
個

人
負
担
が
な
い
様
に
こ
の
範

囲
で
改
訂
さ
れ
た
い
。

　

時
間
内
と
時
間
外（
休

日
・
深
夜
含
む
）の
区
分
の

別
途
料
金
設
定
に
つ
い
て
は

認
め
る
も
の
の
、
こ
れ
も
出

産
一
時
金
の
範
囲
と
さ
れ
た

い
。
た
だ
し
、
別
途
個
室
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
そ
の
範

囲
で
は
な
い
。
と
い
う
意
見

を
付
し
て
否
決
と
し
た
。

※
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

　

問
題
は
22
年
度
に
5.3
％
の

保
険
料
を
ア
ッ
プ
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
基
金
は
６
億

か
ら
さ
ら
に
２
億
９
千
万
円

ま
で
減
少
し
た
。

　

理
由
は
、
所
得
低
下
に
よ

委 員 長：町田　正一
副委員長：今西　菊乃

委員：小金丸益明、榊原　　伸
　　　中村出征雄、豊坂　敏文

る
保
険
料
の
減
少
と
、
高
額

医
療
費
の
増
加
で
あ
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
23
年
度
中
に
も

基
金
残
高
が
０
円
に
な
る
事

も
予
想
さ
れ
る
。

　

市
民
の
方
々
も
特
定
検
診

の
受
診
等
、
是
非
予
防
医
療

に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。　

※
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

本
市
の
介
護
保
険
料
は
県

内
で
も
低
い
方
で
あ
る
。
こ

れ
は
介
護
を
実
施
す
る
施
設

そ
の
も
の
が
少
な
い
た
め
で

あ
る
が
、
24
年
度
の
改
訂
時

に
は
保
険
料
ア
ッ
プ
は
や
む

を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。




